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本
日
、
第
二
十
五
回
慶
應
医
学
賞
の
受
賞
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
宮
脇
敦
史

博
士
及
び
ア
ヴ
ィ
ヴ
・
レ
ゲ
フ
博
士
に
対
し
、
心
か
ら
祝
意
を
表
し
ま
す
。
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

新
し
い
生
命
科
学
の
分
野
を
切
り
開
き
、
医
学
の
発
展
に
貢
献
す
る
革
新
的

な
御
功
績
を
称
え
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
お
二
人
の
御
努
力
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。 

 
 
     

          
   

            
 

宮
脇
敦
史
博
士
は
、
長
年
に
わ
た
る
研
究
の
中
で
、
細
胞
内
の
活
動
を
可
視
化
す
る

数
多
く
の
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
を
独
自
に
開
発
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
技
術
は
、
世
界
中
の
研
究
者
に
利
用
さ
れ
、
疾
病
の
病
態
解
明
や
診
断
法

開
発
な
ど
の
先
端
基
礎
研
究
へ
の
応
用
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

  

ア
ヴ
ィ
ヴ
・
レ
ゲ
フ
博
士
は
、
従
来
の
よ
う
に
細
胞
を
培
養
す
る
こ
と
な
く
、

一
細
胞
の
み
で
遺
伝
子
機
能
の
解
読
を
可
能
と
す
る
シ
ン
グ
ル
セ
ル
解
析
技
術

の
基
盤
を
確
立
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
人
体
を
構
成
す
る
全
細
胞
の
カ
タ
ロ
グ
化
を
目
指
す
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ

ル
ア
ト
ラ
ス
計
画
を
牽
引
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
更
な
る
解
析
技
術
の
発
展
が

期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

文
部
科
学
省
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
医
学
・
生
命
科
学
分
野

を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
研
究
に
積
極
的
に
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
お
二
人
を
は
じ
め
研
究
者
の
皆
様
の
更
な
る
御
活
躍
の
た
め
に
、

研
究
支
援
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

結
び
に
、
最
先
端
の
研
究
活
動
を
支
援
し
て
こ
ら
れ
た
関
係
各
位
に
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
日
受
賞
さ
れ
た
お
二
人
の
今
後
の
更
な
る
御
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 
 

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日 
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科
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大
臣
政
務
官 

鰐
淵 

洋
子 

 
 
 
 

 
 

 


